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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

議
員　

生
息
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
ア

ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
、
人
や
農
作
物
へ
の

被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
対
症
療
法

的
に
捕
獲
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、
目

標
を
立
て
て
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

早
期
発
見
と
捕

獲
の
た
め
、
啓
発
活
動
を
強
化
し
、
捕

獲
実
績
の
少
な
い
市
町
村
に
対
応
強
化

を
働
き
掛
け
て
い
く
。
次
期
防
除
実
施

計
画
で
は
、
県
全
域
を
対
象
に
生
息
状

況
調
査
を
実
施
し
、
捕
獲
目
標
の
設
定

や
効
果
的
な
防
除
方
法
を
検
討
す
る
。

議
員　

本
県
に
お
け
る
学
校
現
場
で
の

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
状
況
は
、

他
県
に
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
先
進
県
の
実
現
に
向
け
た
、
教
育

環
境
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長　

小
中
学
生
に
一
人
一
台
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

県
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
関
す
る
国

の
動
向
や
予
算
措
置
を
注
視
し
つ
つ
、

子
ど
も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成

し
、
力
を
最
大
限
引
き
出
す
学
び
の
実

現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
肥
満

対
策
、
災
害
時
の

有
料
道
路
の
無
料

措
置
な
ど
も
質

問
）

議
員　

つ
く
ば
と
水
戸
が
相
互
補
完
し

な
が
ら
、
二
大
都
市
圏
と
し
て
成
長
し
、

本
県
の
屋
台
骨
を
支
え
て
ゆ
く
姿
こ
そ
、

本
県
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
理
想
像

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

水
戸
と
つ
く
ば
の
二
大
都
市
圏

が
成
長
す
る
こ
と
は
、
本
県
の
将
来
像

を
実
現
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
両

市
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
の
増
便
実
証
運
行

を
開
始
し
て
お
り
、
県
域
全
体
の
活
性

化
の
き
っ
か
け
と
し
て
い
き
た
い
。
今

後
も
国
内
外
か
ら
「
選
ば
れ
る
茨
城
」

を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

混
雑
緩
和
策
の
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
八
両
化
は
、
旅
客
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
鉄

道
会
社
へ
の
積
極
的
な
働
き
掛
け
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

鉄
道
会
社
か
ら
は
、

新
た
な
技
術
や
知
見
な
ど
を
取
り
入
れ
、

最
大
限
努
力
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
、
鉄
道
会
社
に
対
し
早
期
実
現
を

強
力
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
特
別

支
援
学
校
の
今

後
の
教
育
環
境

の
整
備
、
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
の
推
進

な
ど
も
質
問
）

議
員　

急
激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
展
す
る
県
北
地
域
の
活
性
化
に
は
、

魅
力
的
な
エ
リ
ア
を
創
出
し
交
流
人
口

の
拡
大
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

交
流
人
口
拡
大
の
た
め
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
 ※1
、
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
 ※2
な
ど
新
し
い
滞
在
・
体
験
型

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
的
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
「
ア
ー
ト
ビ
ー
チ
く
じ
は
ま
」
な

ど
県
北
各
市
町
の
主
体
的
な
地
域
づ
く

り
の
補
助
も
手
掛
け
て
い
る
。
今
後
も

地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

議
員　

国
難
と
も
言
え
る
少
子
化
を
背

景
に
結
婚
支
援
の
施
策
は
さ
ら
に
重
要

と
な
る
。
変
化
す
る
時
代
や
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
も
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

若
い
世

代
の
方
が
結
婚
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、

早
い
う
ち
か
ら
婚
活
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
後
は
、
民
間
と
連
携
し

た
婚
活
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
結
婚
支

援
者
の
育
成
強
化
、
若
者
が
利
用
し
や

す
い
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
の
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
看
護

職
員
不
足
に
対
す

る
取
り
組
み
、
県

北
地
域
の
農
業
振

興
な
ど
も
質
問
）

本
県
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
八
両
化
の

早
期
実
現

太
田
西
山
高
校
に
お
け
る

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
※5

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進

交
流
人
口
拡
大
に
よ
る
県
北
振
興

一般質問（要旨）

塚本  一也 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

一括方式

金子　晃久 議員
いばらき自民党

常総市・八千代町選出
分割方式

髙安　博明 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出

一括方式

西野　　一 議員
いばらき自民党

常陸太田市・大子町選出
分割方式

議
員
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
い
じ
め
の
根
絶
を
目
指
す
条
例

○
茨
城
県
主
要
農
作
物
等
種
子
条
例

◆
意
見
書

○
国
土
強
靱
化
対
策
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

○
私
学
助
成
の
拡
充
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
水
戸
市
の
中
核
市
指
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

ほ
か
十
件

◆
人
事

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
に
つ

い
て

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ほ
か
八
件

◆
認
定

○
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

請　

願

○
令
和
二
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

議
員　

日
立
地
域
で
は
Ｍａ
ａ
Ｓ
の
実
証

実
験
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
実
現
す
れ

ば
エ
コ
で
シ
ー
ム
レ
ス
 ※4
な
地
域
社
会

を
構
築
で
き
る
。
Ｍａａ
Ｓ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
感
じ
る
が
、
県
と
し
て

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

日
立
地
域
で
の
モ
デ
ル
事
業
の

成
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
町
村
や
交
通

事
業
者
に
対
し
て
、
新
た
な
移
動
手
段

の
導
入
と
併
せ
て
、
Ｍａ
ａ
Ｓ
の
導
入
を

働
き
掛
け
、
県
北
地
域
を
は
じ
め
県
内

各
地
域
に
お
い
て
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
教
育
を
高
校
の
授
業
と
し
て
組

み
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
は
全
国
で
も
先

進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
太
田
西
山

高
校
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
推

進
の
た
め
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
は
、
学

校
生
活
に
お
け
る
好
ま
し
い
人
間
関
係

づ
く
り
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒

が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
社
会
参
画
し

て
い
け
る
よ
う
、
太
田
西
山
高
校
の
取

り
組
み
を
今
後
も

支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城

空
港
の
利
活
用
の

推
進
、
住
民
の
避

難
対
策
な
ど
も
質

問
）

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
※3
を
核
と
し
た
県
北
振
興

少
子
化
解
消
へ
の

結
婚
支
援
事
業
の
取
り
組
み

ことば

ことば

※3【MaaS】…スマートフォンアプリにより、鉄道やバスなど複数の公共交通やその他の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済などを一括で行うサービス。
※4【シームレス】…seamless。継ぎ目のないこと。
※5【ライフスキル教育】…日常生活の問題などに前向きに対処する力を育てること。太田西山高校では、人間関係の大切さを学んだり、自分の将来について考えたりする時間としている。

※1【ロングトレイル】…「歩く旅」を楽しむために造られた道のこと。登頂を目的とする登山とは異なり、登山道やハイキング道、自然散策路、里山のあぜ道、時には車道などを
歩きながら、その地域の自然や歴史、文化に触れることができる。

※2【ガストロノミー】…その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れること。

※
意
見
書
・
請
願
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

TX８両化の早期実現を
魅力的なエリアの創出を

（快水浴場百選の伊師浜海岸）

人家近くで捕獲されたアライグマライフスキル教育の授業の様子


